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説明内容

Ⅰ. 会社およびグループの概要

Ⅱ. 連結中間決算総括（2007年3月期）

Ⅲ. 連結通期の見通し

Ⅳ. 連結中期経営計画の進捗状況
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Ⅰ．会社およびグループの概要

□ 会社の概要／特徴

□ 事業ユニット／売上高構成

□ グループ会社（国内／海外）

□ 連結通期業績の推移
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会社概要

会社名
(英文社名)

綜研化学株式会社
Soken　Chemical & Engineering　Co., Ltd.

設立 1948年9月2日

資本金
（2006年9月30日現在）

33億6156万円

株式公開 2001年4月（JASDAQ、証券コード 4972）

従業員数
（2006年9月30日現在）

連結 606名／単体 192名

事業所所在地 本　 社：東京都豊島区

事業所（2ヶ所）：埼玉県狭山市／静岡県御前崎市

グループ企業（9ヶ所）：国内3社、中国4社、

　　　　　　　　　　　　　　　　ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ｱﾒﾘｶ
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□ 技術を通じた社会貢献

□ 独創性のある研究開発・技術力の追求

□ 高機能・高品質のケミカルズを提供　

□ アジア市場を重点とした事業展開
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事業ユニット

粘着剤

微粉体

LCD他光学用、両面ﾃｰﾌﾟ用、ﾗﾍﾞﾙ用、保護ﾃｰﾌﾟ用

加工製品

装置ｼｽﾃﾑ

ケミカルズ事業

装置システム事業

LCD光拡散用、化粧品用、ﾄﾅｰ関連材料、
塗料用、ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ防止用、ﾊﾞｽﾀﾌﾞ用

電子回路材料、ﾄﾅｰ関連材料、樹脂用添加剤、
ｺｰﾃｨﾝｸﾞ材

両面ﾃｰﾌﾟ（汎用・肉厚・特殊）
粘着ｼｰﾙ（印刷・特殊等）、保護ﾃｰﾌﾟ

化学プラント、メンテナンス、大型翼攪拌装置(Hi-F)
熱媒体･熱媒ボイラー

特殊機能材
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2007年3月期

連結中間事業ユニット別売上高構成

加工製品
11.5億円

（10%）

装置システム
18.1億円

（16%）

特殊機能材
13.9億円

（12%）

微粉体
11.8億円

（11%）

粘着剤
57.6億円

（51%）

合計112.9億円
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グループ会社（日本国内）

出
資
比
率

粘着剤 微粉体
特殊

機能材
加工
製品

装置
システム

綜研化学 － ● ● ● ● 　

綜研ﾃｸﾆｯｸｽ 90 　 　 　 　 ●

浜岡綜研 100 ● ● ● 　 　

狭山綜研 100 ● ● ● 　 　

事業ユニット

会社名

製造子会社
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グループ会社（海外拠点）

出
資
比
率

粘着剤 微粉体
特殊

機能材
加工
製品

装置
システム

綜研化学（蘇州） 100 　 ● ● 　 　

寧波綜研化学 70 ● 　 　 ● 　

盤錦遼河綜研 50 　 　 　 　 ●

常州綜研加熱炉 25 　 　 　 　 ●
綜研化学
　　　　ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

100 ● 　 　 　 ● 　

綜研化学ｱﾒﾘｶ 100 ● 　
　　　連結子会社　　　　持分法適用会社　　　　持分法非適用会社

事業ユニット

会社名
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　Ⅱ．連結中間決算（2007年3月期）

□ 連結中間決算の概要

□ 売上高･経常利益･純利益の推移

□ キャッシュフローの状況

□ 連結中間売上高の状況

□ 事業ユニット別概要
　 （粘着剤／微粉体／特殊機能材／　　　
　 加工製品／装置システム）
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　　　連結中間決算の概要

’06/9月実績 前期比増減 計画比増減

売上高 　 23.7

営業利益 1,375 34.7 +1.9

経常利益 1,341 30.0 　 -0.7

当期純利益 891 33.4 +4.8 

百万円 ％

11,299 -8.1
％
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事業ユニット別概要（粘着剤②） 　　　

◆用途別売上高推移◆
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事業ユニット別概要（粘着剤③） 　　　　

◆上期の結果◆

□ FPD関連の在庫調整による光学フィルム向け
　 （ LCD／PDP用等）粘着剤の伸び悩み

◆下期見通し／今後の展開◆

□ 年末需要に向けたFPD関連の回復

□ FPDパネル価格低下等の影響懸念

□ 競争力強化によるFPD関連でのシェア拡大

　 ●大型化対応の高機能商品の開発
　 ●徹底したコスト管理
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事業ユニット別概要（微粉体②） 　　　　

　 ０６年度：上期計画 上期実績 　 下期計画　　　　　０４年度上期　　　　０５年度上期
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事業ユニット別概要（微粉体③） 　　　　

◆上期の結果◆

□ 光拡散および情報・電子用途は順調な伸び

◆下期見通し／今後の展開◆

□ 光拡散用途でのシェア拡大

　 ●増産によるコストダウン

　 ●新製品（光拡散板用／下拡散シート用）の投入
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事業ユニット別概要（特殊機能材①）
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事業ユニット別概要（特殊機能材②） 　　　　
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事業ユニット別概要（特殊機能材③） 　　　　

◆上期の結果◆

□ 電子回路関連が好調に推移

◆下期見通し／今後の展開◆

□ コストダウンによる競争力向上と新製品の投入

□ 蘇州（中国）の設備増強による売上拡大
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事業ユニット別概要（加工製品① ） 　　　　
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事業ユニット別概要（加工製品③ ） 　　　　

◆上期の結果◆

□ クリーン製品は、国内低調、寧波（中国）順調。

□ 両面テープ等の汎用製品は、国内及び東南アジア

　 がOA、電子機器向け順調。

◆下期見通し／今後の展開◆

□ クリーン製品はディスプレー関連の需要回復により
国内・中国ともに伸長。

□ 汎用製品は中国で家電・自動車関連が伸長。
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事業ユニット別概要（装置システム②） 　　　　

◆上期の結果◆

□ 昨年からの大型案件増加等により売上好調

◆下期見通し／今後の展開◆

□ グループ内設備投資への優先対応

□ 通期としては期首計画を達成見込み
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Ⅲ．連結通期の見通し

□ 下期見通しについて

□ 連結通期の見通し
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下期見通しについて　　　　

□ FPD関連の需要増大

　●LCD用粘着剤の販売増

　●光拡散用微粉体の販売増

□ 蘇州（特殊機能材）、寧波（加工製品）の
　 利益寄与

□ 競合激化による販売価格低下や
　 原料価格上昇の懸念

□ 設備の償却負担や販管費の増加
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Ⅳ．連結中期経営計画の進捗状況

□ 中計『SOKEN Up the Value』

□ 中期経営計画達成状況

□ 懸案材料と注力項目
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中計『SOKEN UP the Value』　　　　

中長期的な経営戦略の最注力課題5項目

●加工製品事業の育成

●電子・情報分野への経営資源の集中

●研究開発力と顧客ニーズへの対応力の向上

●中国を主とした海外への事業展開の推進

●ガバナンスシステムの確立と経営の効率化
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中期経営計画達成状況　　　　
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懸念材料と注力項目　　　　

【懸念材料】

□ IT・デジタル家電の需要変動

□ 原料価格の動向

□ 薄型TV普及に伴う低価格化による

　 販売価格への影響

【注力項目】

□ 供給体制の確保とコストダウン

□ 新製品開発のスピードアップ

□ 人材の確保・育成
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　業績予想は現時点で入手可能な情報に

基づき、当社が合理的と判断したものです。

　実際の業績は様々な要因の変化により、

予想とは異なることがあります。
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